































































? ?? ?? ?









































































表 本調査の回答者の所属部局 (部局名称から ｢大学院｣を除いている｡回答者のあった部局の
み)と全体の回答数に占める%
回答数 % 回答数 %
総 合 人 間 学 部 33 4.3 防 災 研 究 所 29 3.8
文 学 研 究 科 31 4.1 基 礎 物 理 学 研 究 所 5 0.7
教 育 学 研 究 科 14 1.8 ウ イ ル ス 研 究 所 5 0.7
法 学 研 究 科 15 2.0 経 済 研 究 所 6 0.8
経 済 学 研 究 科 10 1.3 数 理 解 析 研 究 所 4 0.5
理 学 研 究 科 71 9.3 原 子 炉 実 験 所 22 2.9
医 学 研 究 科 83 10.9 霊 長 類 研 究 所 ll 1.4
附 属 病 院 12 1.6 東南アジア研究センター 14 1.8
薬 学 研 究 科 18 2.4 大 型計 算 機 セ ンター 1 0.1
工 学 研 究 科 139 18.3 放射性同位元素総合センター 1 0.1
農 学 研 究 科 91 12.0 体 育 指 導 セ ン タ ー 1 0.1
人 間 .環境 学研 究 科 16 2.1 放射線生物研究センター 2 0.3
エネルギー科学研究科 14 1.8 超高層電波研究センター 3 0.4
化 学 研 究 所 27 3.5 留 学 生 セ ン タ ー 2 0.3
人 文 科 学 研 究 所 ll 1.4 生 態学研 究 セ ンター 7 0.9
エネルギー理工学研究所 9 1.2 総合情報メディアセンター 3 0.4
木 質 科 学 研 究 所 9 1.2 情 報 学 研 究 科 19 2.5
-(vi)-
図 1 回答者の年齢 (1998年4月1日現在)
図2 回答者の大学 (本学を含む)及び短期大学での教育歴
-(q)-
図3 回答者の本学での教育歴
本調査は､高等教育教授システム開発センターの平成9年度のスタッフによって企画さ
れ､実施された｡調査の設計は､石村を中心として､梶田叡一教授 (硯ノートルダム女子
大学学長)､田中毎実教授､溝上慎一助手､大山泰宏助手 (硯助教授)があたり､調査の
実施､集計には石村､溝上があたった｡本報告書の作成にあたっては､第1部のコメント
については､石村及び本学教育学研究科大学院学生の井上義和が執筆し､データの分析は
センターの神藤貴昭助手と井上が､図表の作成は､井上が行った｡第2部のグルーピング
については､石村､神藤､教育学研究科大学院学生の中井裕之が協同で行った｡尚､本調
査には､比較データとして本学教育学研究科の白石裕教授と現大阪教育大学講師の金子勉
先生が平成6年度に実施された ｢京都大学における大学教育の実態に関する教官の意識調
査｣のデータ (以下 ｢白石データ｣)を使用している｡
京都大学の教育の在り方の改善に本調査結果が活用されることを心から願うとともに､
本調査の過程でご支援､ご協力いただいた各部局の庶務担当の事務の方々､とりわけ､学
内便で発送した関係で､専攻ごとの仕分けに多大なご協力をいただいた工学部等事務室の
庄司理子さん､事務官の配されていない当センターで業務多忙の中､本調査のデータ入力
にご協力いただいた石渡正美さん､岡田尚美さん等多くの方々に深く感謝したい｡
また､本調査の趣旨をご理解いただき､ご協力いただきました各先生に心からの御礼を
申し上げます｡
-佃-
